
人新世の「資本論」 （最終編） 

気候変動、コロナ禍・・・文明崩壊の危機。唯一の解決策は贅沢な脱成長経済だ。 
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第 6章 欠乏の資本主義＝贅沢なコミュニズム 

▼欠乏を生んでいるのは資本主義 

～99％の私達にとって欠乏をもたらしているのは資本主義で、その典型例が土地、 

ニューヨークやロンドンでは小さなアパートの 1 室が数億円のケースも多い、家賃が

数十万円はざらで、中所得層ですら住むのは難しい。 

▼「本源的蓄積」が人工的希少性を増大させる 

～資本主義は人々の生活をより貧しくさせる事によって成長してきた。 

▼コモンズ（英国で共有地）の解体が資本主義を離陸させた 

～土地を追われた人々は生きるための手段を失い自分の労働力を売る事で市場から

生活手段を購入しなければならなくなった。 

▼水力という＜コモン＞から独占的な化石資本へ 

～河川は飲み水や魚だけでなく無償のエネルギー源だったが水力という持続可能な

エネルギーは脇に追いやられ、石炭が主力となり生産力は上昇したが街の大気は

汚染され労働者は死ぬまで働かざるを得ないようになった。 

▼私財が公富を減らしていく 

～私財と公富の違いは「希少性」の有無で希少性の増大が私財を増やし他人を犠牲

にして私腹を肥やすのが資本主義の本質だ。 

▼希少性と惨事便乗型資本主義 

～気候変動は水・耕作地・住居等の希少性を生み出し資本にとって大きな利益を生

み出す。「コロナショック・ドクトリン」に際して米国の超富裕層が 2020 年春に資産を

62兆円も増大させた。 

▼現代の労働者は奴隷と同じ 

～コモンズを失った人々は商品世界に投げ込まれ、直面するのは「貨幣の希少性」で

私達は貨幣を必死で追い求め、かつては一日数時間の労働が今では他人の命令

の下で長時間働かなければならない。 

▼負債という権力 

～住宅ローンを返済する為に長時間・長年月働かざるを得ない、残業代を得る為にも

長時間働き、出世の為に家族を犠牲にする。場合によって共働き、昼夜のダブルワ

ークで節約しながら、何のための生活か分からなくなる。 

▼ブランド化と広告による相対的希少性 

～大量の商品に対して人々を無限の消費に駆り立てる＝ブランド化や広告費のコスト

はとても大きい。 



▼コモンを取り戻すのがコミュニズム 

～その一例が市民電力やエネルギー協同組合による再生可能エネルギーの普及 

「市民営化」と呼ぼう。 

▼コモンの「市民営化」 

～太陽光や風力は比較的廉価に発電を開始・管理できる。 

▼ワーカーズ・コープ―――生産手段を＜コモン＞に 

～資本家や株主なしで労働者が共同出資。 

▼ワーカーズ・コープによる経済の民主化 

～英国労働党も再評価、スペインでは 7 万人以上の労働者が組合員として参加。  

日本でも介護・保育・林業・農業・清掃等 40年以上続きその規模は 1,5万人以上。

アメリカでも住宅・エネルギー・食料・清掃などの発展は目覚ましい。 

▼GDP とは異なる「ラディカルな潤沢さ」 

～ウーバーを公有化してプラットホームをコモンにすればいい。 

新型コロナウイルスのワクチンや治療薬も世界全体でコモンにすべきだろう。 

コモンの管理で水は地方自治体で、電力や農地は市民が管理できる。 

シェアリング・エコノミーはアプリの利用者たちが共同管理する、これらは貨幣に依存

しない領域が拡大し人々の労働への恒常的プレッシャーから徐々に解放されていく。 

▼脱成長コミュニズムがつくる豊潤な経済 

～ここにはパラダイムチェンジがある、コモンの復権によるラディカルな潤沢さの再建

だ、これこそ脱成長コミュニズムが目指す「反緊縮」だ。 

▼良い自由と悪い自由 

～人間にとって衣食住は欠かせないしその為の生産活動もなくならない、自由の国は

必然の国の上にのみ開化する。 

自由の国は物質的欲求から自由になる事から始まる、集団的で文化的な活動の 

領域こそ人間的自由の本質があるとマルクスは考えていた。 

▼未来の為の自己抑制 

～無限の経済成長を断念し、万人の繁栄と持続可能性に重きを置く、自己抑制こそ

が「自由の国」を拡張し脱成長コミュニズムという未来を作り出す。 

第 7章 脱成長コミュニズムが世界を救う 

▼コロナ禍も「人新世」の産物 

～新型コロナウイルスは百年に一度のパンデミックによって多くの人命が失われ経済

的・社会的打撃も歴史に残るが気象変動もたらす世界規模の被害は、コロナ禍の比

ではない甚大なものになる可能性がある。どちらも資本主義の産物であり、対策に

ついても人命か経済かの優先順位のジレンマとなる。 

▼国家が犠牲にする民主主義 

～中国や欧州各国は国家権力の強い発動の下でコロナ対策を行い危機が深まる程、



国家権力が深まる事に。 

▼国家が機能不全に陥るとき 

～先進国の巨大製薬会社の多くが儲かる薬の製造に特化して抗生物質や抗ウイルス

薬の研究から撤退して事態を深刻化させてしまった。 

▼価値と使用価値の優先順位 

～コロナ禍の場合「使用価値」とは治す力であり、「価値」は薬につく値段の事であり 

「価値」が優先されていた。 

▼コミュニズムか、野蛮か 

～国家権力や専門家に依存するより自治管理や相互扶助の道を模索すべき。 

▼トマ・ピケティが飼いならされた資本主義ではなく参加型社会主義をハッキリと要求

するようになった。 

▼自治管理・共同管理の重要性 

～ピケティは気候変動との対峙を通じて労働者による企業の社会的所有と経営参画

を求めるようになった。 

▼労働・生産の場から変革は始まる 

～マルクスの労働変革論を再評価すべきだ。 

▼デトロイトにまかれた小さな種 

～自動車産業の衰退で 2013 年に、この街は破綻し荒れ地となった街では有機農業

がおこなわれるようになった。 

▼人新世の「資本論」 

～晩年のマルクスのエコロジー・共同体研究の意義をしっかり押さえる「脱成長コミュニ

ズムの柱」 以下 5点 

①使用価値経済へ転換し大量生産・大量消費から脱却し、危機への適応に必要なも

のこそ優先  

② 労働時間を短縮して生活の質を向上 

③画一的な労働の分業を廃し労働の創造性を回復させる、利益よりも、やり甲斐や、

助け合いが優先される  

④生産過程の民主化を進めて経済を減速させる、新しいイノベーションで効率化や 

生産力の向上が起きる可能性が十分にある  

⑤エッセンシャル・ワークの重視、ケア労働が典型で感情を無視したら台無しになって

しまう。 

▼ブルシット・ジョブ VSエッセンシャル・ワーク 

～現在高給を取っている、広告・コンサル・金融・保険等は社会の再生には殆ど役に

立っていない、一方で社会の再生産に必須な労働が低賃金で恒常的な人で不足

になっている。だからこそ、使用価値を重視する社会への移行が必要となる。 

▼ケア階級の反逆 



～日本でも保育士の一斉退職、医療現場からの異議申し立て、教員スト、介護ストが

目立っている、これは世界的な流れ。 

▼自主管理の実践 

～2019 年に世田谷のある保育園が突然倒産手続きで閉園したが保育士たちは自主

営業の道を選択した。 

▼脱成長コミュニズムが物質代謝の亀裂を補修する。 

第 8章 気候正義という「梃子」 

▼マルクスの「レンズ」で読み解く実践 

～恐れ知らずの都市バルセロナの気候非常事態宣言＝２０５０年迄に脱炭素化という

数値目標をしっかり掲げ数十項目に及ぶ分析と行動計画を備えたマニュフェストで

10 年にも及ぶ検討結果で包括的かつ具体的な項目が 240 以上も並ぶ、国家に対

してもグローバル企業に対しても恐れない、市民の力の結集なのだ。 

▼協同組合による参加型社会 

～バルセロナの雇用の 8％を生み出し市内総生産の 7％を占める。 

▼気候正義（欧米では毎日の様にメディアを賑わせている）にかなう経済モデルへ 

～気候危機によって移住を迫られる 80％が女性で彼女達は重要なケアの提供者だ。 

▼ミュニシバリズム――国境を超える自治体主義 

～バルセロナの呼びかけでネットワークはアフリカ・南米・アジアに迄広がり 77 もの  

拠点が参加している。 

▼グローバル・サウスから学ぶ 

～全世界で 2 億人以上の農業従業者が係っていると云われるヴィア・カンペシーナの

運動が目指す伝統的な農業にしても知っている日本人はどれ程いるだろうか・・・ 

▼南アフリカでは白人を中心の 20％の大規模農業が生産の 80％を占めている 

～飢餓率は 26％にもなって 2015 年農民が立ち上げり協同組合を設立、有機栽培で

コモンを取り戻す試みに他ならない。 

▼グローバル・サウスから世界へ 

～南アフリカの農業は気候変動に脅かされている、世界の気候正義の運動と結びつく。 

▼帝国主義様式に挑む 

～ヨハネスブルグに本社を置くサソール社の二酸化炭素排出量は毎年 67 百万トンと

大気汚染は深刻（石炭から石油を精製で温室効果ガスの排出は石油を用いた場合

の 2倍）で気候危機にとって致命的な転嫁の技術だ。 

環境活動家たちは操業停止を求めている。 

▼脱成長を狙うバルセロナ 

～「気候異常事態宣言」で脱成長を狙う。 

▼時間稼ぎの政治からの脱却 

～政治家は次の選挙より先の問題を考えることが出来ない生き物なのだ、気候危機に



立ち向かう為には民主主義そのものを刷新していかねばならない。 

▼経済・政治・環境三位一体の刷新を 

～資本主義の超克、民主主義の刷新、社会の脱炭素化の三位一体のプロジェクトに

よるシナジー効果を狙う。 

▼持続可能で公正な社会への跳躍 

～国際的な連帯によって資本と対峙する経験は政治家もより大きな変化に向けて動く

ことを恐れなくなる。 

ボトムアップ型の社会運動とトップダウン型の政党政治はお互いの力を最大限に 

発揮できるようになるはずだ、政治主義とは全く異なる民主主義の可能性が開けて

くる、大きな飛躍の着地点は相互扶助と自治に基づいた脱成長コミュニズムである。 

（ おわりに ） 歴史を終わらせないために 

～マルクスで脱成長なんて正気か――そういう批判の矢が四方八方から飛んでくる 

覚悟で本書の執筆は始まった。 

これまで私達が無関心だったせいで 1％の富裕層・エリート層が好き勝手にルールを

変えて、自分達の価値観に合わせて社会の仕組みや利害を作り上げてしまった。 

そろそろはっきりと NO を突きつけ 99％の力を見せつけてやろう、その為にまず   

3，5％が今この瞬間から動き出すのがカギである、その動きが大きなうねりとなれば

資本の力は制限され、民主主義は刷新され脱炭素社会も実現されるに違いない。 

本書を読んだあなたが 3，5％の一人として決断して加わるかどうかにかかっている。 

 

 

 

 


